
 

評価項目・評価基準について 

石油精製物質等の新たな化学物質規制に必要な国際先導的有害性試験法の開発

（肝臓毒性、腎臓毒性及び神経毒性in vitro試験法の開発中間評価検討会） 

 

評価検討会においては、経済産業省産業技術環境局技術評価室において平成

２３年７月に策定した「経済産業省技術評価指針に基づく標準的評価項目・評

価基準」のプロジェクト評価（中間・事後評価）を一部訂正、追加した評価項

目・評価基準とした。 

 

１．事業の目的・政策的位置付けの妥当性 

（１）事業目的は妥当で、政策的位置付けは明確か。 

・事業の政策的意義（上位の施策との関連付け等） 

・事業の科学的・技術的意義（新規性・先進性・独創性・革新性・先導性等） 

・社会的・経済的意義（実用性等） 

 

（２）国の事業として妥当であるか、国の関与が必要とされる事業か。 

・国民や社会のニーズに合っているか。 

・官民の役割分担は適切か。 

 

２．研究開発等の目標の妥当性 

（１）研究開発等の目標は適切かつ妥当か。 

・目的達成のために具体的かつ明確な研究開発等の目標及び目標水準を設定し

ているか。特に、中間評価の場合、中間評価時点で、達成すべき水準（基準値） 

が設定されているか。 

・目標達成度を測定・判断するための適切な指標が設定されているか。 

 

３．成果、目標の達成度の妥当性 

 

（１）成果は妥当か。 

・得られた成果は何か。 

・設定された目標以外に得られた成果はあるか。 

・共通指標である、論文の発表、特許の出願、国際標準の形成（ＯＥＣＤでの

活動）、プロトタイプの作製等があったか。 

 

（２）目標の達成度は妥当か。 
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・設定された目標の達成度（指標により測定し、中間及び事後評価時点の達成

すべき水準（基準値）との比較）はどうか。 

 

４．標準化等のシナリオ、波及効果の妥当性 

（１）標準化等のシナリオは妥当か。 

・ＪＩＳ化や我が国主導の国際規格化等に向けた対応は図られているか。 

・整備した知的基盤についての利用は実際にあるか、その見通しが得られてい

るか。 

・公共財として知的基盤を供給、維持するための体制は整備されているか。 

・国際標準化（ＯＥＣＤでの活動）に関する事項が計画されているか。 

・広報活動は積極的になされているか。 

 

（２）波及効果は妥当か。 

・成果に基づいた波及効果を生じたか、期待できるか。 

・当初想定していなかった波及効果を生じたか、期待できるか。 

 

５．研究開発マネジメント・体制・資金・費用対効果等の妥当性 

（１）研究開発計画は適切かつ妥当か。 

・事業の目標を達成するために本計画は適切であったか（想定された課題への

対 

応の妥当性）。 

・採択スケジュール等は妥当であったか。 

・選別過程は適切であったか。 

・採択された実施者は妥当であったか。 

 

（２）研究開発実施者の実施体制・運営は適切かつ妥当か。 

・適切な研究開発チーム構成での実施体制になっているか、いたか。 

・全体を統括するプロジェクトリーダー等が選任され、十分に活躍できる環境

が整備されているか、いたか。 

・目標達成及び効率的実施のために必要な、実施者間の連携が十分に行われる

体制となっているか、いたか。 

・成果の利用主体に対して、成果を普及し関与を求める取組を積極的に実施し

ているか、いたか。 

・国民との科学・技術対話を効果的に実施したか、又は実施することとしてい

るか。（ただし、公募要項に当該対話を実施することが明記されている研究開発

で、３千万円以上の公的研究費の配分を受ける研究開発を実施する研究者等を



 

対象とする。）ここで、国民との科学・技術対話とは、研究活動の内容や成果を

社会・国民に対して分かりやすく説明する、未来への希望を抱かせる心の通っ

た双方向コミュニケーション活動をいう（「国民との科学・技術対話」の推進に

ついて（基本的取組方針）（平成 22 年 6 月 19 日））。 

 

（３）資金配分は妥当か。 

・資金の過不足はなかったか。 

・資金の内部配分は妥当か。 

 

（４）費用対効果等は妥当か。 

・投入された資源量に見合った効果が生じたか、期待できるか。 

・必要な効果がより少ない資源量で得られるものが他にないか。 

 

（５）変化への対応は妥当か。 

・社会経済情勢等周囲の状況変化に柔軟に対応しているか（新たな課題への対

応の妥当性）。 

・代替手段との比較を適切に行ったか。 

 

６．総合評価__ 


